
令和４年１０月２０日 

教 育 部 学 校 施 設 課 

 

 

第１８回学校施設老朽化対策特別委員会開催報告について 

 

１ 議会名  第１８回学校施設老朽化対策特別委員会 

（令和４年第３回市議会定例会） 

 

２ 日 時  令和４年９月１２日（月）午前９時３０分から午前１１時１０分 

 

３ 場 所  府中市役所西庁舎議場 

 

４ 内 容 

 (1) 府中市立府中第八小学校改築事業の工程計画の変更及び初度備品購入（別 

  紙１） 

 (2) 府中市立府中第一中学校改築事業の工程計画の変更及び初度備品購入（別 

  紙２） 

 

 (3)  その他 

教育委員会定例会資料

 

 

２ 
２

￥

２ 



別紙１

府中市立府中第八小学校改築事業の工程計画の変更及び初度備品購入

1   工程表

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2   初度備品について
【参考】児童用机及び椅子のイメージ

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

月

設計

初度備品
購入

工事

　府中市学校施設改築・長寿命化改修計画において、「落ち着き」と「多様な学び」を実現した
普通教室の整備、「主体的・対話的で深い学び」の促進を実現することとしているため、必要と
なる備品（新校舎分約3,600点、新体育館・新プール分約600点、新学童クラブ・放課後子ども
教室分約100点）を、それぞれの供用開始時期に合わせて納品できるようにします。

実施設計基本設計

仮設校舎建設

既存校舎・既存プール解体

新校舎建設

新体育館・新プール・新学童クラブ建設

外構工事

仮設校舎へ

引っ越し

新校舎へ

引っ越し

▼新校舎供用開始

▼新プール供用開始

▼新体育館・新学童クラブ供用開始

延長⇒

仮設校舎解体

延期⇒

延長⇒

延長⇒

既存体育館・

既存学童クラブ解体

延期

⇒

新体育館・新プール・新学童クラブ備品納品

新校舎備品納品

①

②

➂

④

⑤

⑥

延期⇒

⑦

児童用机は、「多様な学び」を

実現するため、Ａ版サイズの教材

に対応できるゆとりのある机サイ

ズとし、さらに移動時の騒音を軽

減できるキャスター付きの脚を備

えた机としています。

また、児童数の変動に応じて転

用がしやすいよう、机・椅子とも

に工具なしで高さ調節が可能なも

のとしています。



別紙２

府中市立府中第一中学校改築事業の工程計画の変更及び初度備品購入

1   工程表

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2   初度備品について
【参考】生徒用机及び椅子のイメージ

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

月

設計

初度備品
購入

工事

　府中市学校施設改築・長寿命化改修計画において、「落ち着き」と「多様な学び」を実現した
普通教室の整備、「主体的・対話的で深い学び」の促進を実現することとしているため、必要と
なる備品（新校舎分約3,500点、新体育館分約650点）を、それぞれの供用開始時期に合わせて
納品できるようにします。

実施設計基本設計

仮設校舎建設

既存校舎解体

新校舎・新体育館建設

外構工事

仮設校舎へ

引っ越し

新校舎へ

引っ越し

▼新校舎・新体育館供用開始

延長⇒

新校舎・新体育館備品納品

仮設校舎解体

延期⇒

延期⇒

延期⇒

延期⇒

渡り廊下建設

多目的広場工事

既存体育館・

渡り廊下解体⑤

⑥

⑦

①

②

➂

④

⑧

生徒用机は、「多様な学び」を実

現するため、Ａ版サイズの教材に

対応できるゆとりのある机サイズ

とし、さらに移動時の騒音を軽減

できるキャスター付きの脚を備え

た机としています。

また、生徒数の変動に応じて転

用がしやすいよう、机・椅子とも

に工具なしで高さ調節が可能なも

のとしています。



№ 種別 意見・要望

2

その他（改築費、改
築・長寿命化改修計画
の改定、適正規模・適

正配置）

①学校施設改築基金は1,370億円をベースに創設した経緯もあるので、なるべくこ
の金額に収まるような形で見直しが必要だと思う。

②八小・一中の建てた段階での価格面や機能面の分析、評価を行い、それに基づい
て今後の改築を進めることが大切だと思うので、計画を前倒ししてでも見直しが必
要だと思う。

③八小一中の分析・評価を行った際には、その結果を市民にも見える形で出してほ
しい。

④改築費の削減に向けて、必要かそうでないものを市で把握し、削減に向けて検証
してほしい。

⑤改築費の増幅の不安要素をしっかり払拭できるような対応をし、全体を基金の計
画どおり進めていくような対応をしてほしい。

⑥工期が延びたとしても新しい校舎を少しでも使えるように、なるべく余裕をもっ
て柔軟に対応できるよう今後も配慮してほしい。

⑦しっかりと調査・研究し、色々な状況に対応できるような改築スケジュールにし
ていっていただきたい。

⑧改築・長寿命化改修計画の改定に、今回の適正規模・適正配置の検討結果を反映
した方が良い。

⑨適正規模・適正配置と改築計画の見直しが整合性が取れる取組を行ってほしい。

⑩適正規模・適正配置で重要になってくる人口想定については、地域のコミュニ
ティづくりにも大きく影響してくるので、慎重に議論してほしい。

別紙３

【主な意見・要望】

1

第一期改築実施校に係
る動きに関すること
（八小・一中工程計画
の変更、初度備品購

入）

①新しく購入する机と椅子については、高さを調整することができるため、愛着を
持って使い続けられるような工夫をしていってほしい。

②机と椅子の色については、子供、保護者、先生の意見を聞きながら、今後検討し
てほしい。

③改築を待っている地域の方や、そこに通っている子供たちに状況が分かるよう丁
寧に説明してほしい。

④近隣や保護者に改築事業に関するお知らせを配布した際に、対面で説明を聞きた
いとの要望があれば引き続き対応してほしい。

⑤外周道路の整備については、意見を丁寧に聞いて、完成のイメージを伝えて説明
すれば納得してもらえると思う。

⑥子供たちの新しい学び舎で学びたかったという気持ちは今後も大切にしていただ
いて、折々工夫していってほしい。

⑦現在使っている備品について有効活用できるものはしてほしい。


